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PLD活性や PLD阻害剤の探索に応用できる可能性が示された。分子プルーブと ESI MS (Neutral Loss Scan 
Mode)を組み合わせる本方法が蔬菜類の持つ PLD 活性の測定に応用され，その結果，0.2-0.5g の試料が
有れば活性検出が十分行える事を明らかにした。また，微生物由来の PLD を用いて，その酵素に対する
阻害作用の検出を行った。その結果，乾燥茶葉に強い阻害活性がある事を明らかにした。これらのスク
リーニング試験は，粉砕の他，蔬菜や植物試料の前処理を必要とせず，従来の方法と比べると著しく微
量，簡便かつ迅速である。 
以上のように本研究で開発された方法・技術は PLD に関する今後の研究の発展に大きく寄与する事が
期待され，博士学位（農学）の価値が十分あると判断した。
